




















ま　え　が　き

土木学会鋼構造委員会では，1972年より鋼構造進歩調査委貞会を設置して，鋼構造物の設計製作，施工および

材料に関する進歩，発展の過程を調査している．

調査の対象とした鋼構造物は，橋梁を中心に海洋構造物，鋼製サイロ，水圧鉄管，石油タンク等広範囲に及んでお

り，調査結果を土木学会誌への発表や鋼構造シリーズとして出版という手段で発表してきた．

1987～1990年には，「斜張橋の変遷に関する調査」を実施し，その成果を鋼構造シリーズ5「鋼斜張橋一技術とそ

の変遷－」として出版し，その講習会も行ってきた．

1991年から新しいテーマで始めることになり，過去18年間に調査した項目を逐一検討した結果，最終的に残され

た大きなテーマである「吊橋」を取り上げることになった．

「吊橋」については世界的に研究されており，その進歩の過程もいろいろ報告されているので，今さら何を調査す

るのかという議論もあったが，「鋼斜張橋一技術とその変遷－」と同じ要領での調査報告書がないので，この線で進

歩調査を実施することとなった．

1992年1月に「吊橋の進歩調査分科会」を設置し，4月から調査を開始した．

当初，紀元前の中国の吊橋から，建設中の吊橋までの200橋以上の橋の調査を行ったが，調査の過程で資料の入手

が困難であったり，内容の確認が不十分なものもあったりして，報告書にまとめることができたのは半数以下となっ

た．もちろん，本州四国連絡橋の「明石海峡大橋」や「来島大橋」などの最新の情報も含めるよう努めた。

1994年5月に第一次原案がまとまったのを機会に，鋼構造委員会の委員の方を中心に，吊橋に造詣の深い方々に

見ていただき，いろいろご意見を賜り，ご指導をいただいた．ここに深く感謝の意を表します．

報告書をまとめる段階の1995年1月に，阪神・淡路大震災が発生し，執筆担当者の多くが，官公庁や，民間会社

の橋梁関係の実務者であったため，災害復旧業務に忙殺されることとなり，作業が大きく影響される結果になった．

このため予定より若干出版が遅れることとなったが，ご容赦いただきたい．

このように本研究は，鋼構造進歩調査小委員会の中に設置された「吊橋の進歩調査分科会」の篠原主査，大岩副主

査を中心とする各委員の精力的な活動によってその成果を得ることができた．本務多忙の中での分科会委員各位の努

力に対して，心から謝意を表したい．
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1．吊橋の歴史と展望

1．1吊橋の起源

1．2　近代吊橋の誕生

1。3　海外における吊橋の発展

1．4　日本における吊橋の発展

1。5　本州四国連絡橋と長大吊橋

1．6　今後の展望

2．吊橋の設計

2．1設計一般

2．1．1吊橋の形式と特徴

2．1．2　理論と設計の変遷

2．1．3　設計の手順

2．2　解　　　析

2．2．1概　　　説

2．2．2　古典的吊橋理論

2．2．3　現代の解析法

2．3　部材設計

2．3．1概　　　説

2．3．2　荷重および構造解析

2。3．3　補　剛　桁

2．3．4　主　　　塔

2．3．5　ケー　ブル

2．3．6　アンカレイジ

2．3．7　維持管理設備

2．4　耐風設計

2．4．1概　　　説

2。4。2　耐風設計

2．4．3　耐風対策

2．5　耐震設計

2．5．1概　　　説

吊橋一技術とその変遷

目　　　次

2．5．2　耐震設計の基本的な考え方

2．5．3　設計に考慮すべき地震力

l
　
　
1
　
　
2
　
　
3
　
　
4
　
　
6
　
　
7

l
 
l
　
　
1
　
　
3
　
　
6
　
　
6
　
　
6
　
　
9
　
　
3
　
　
8
　
　
8
　
　
9
　
　
1
　
　
2
　
　
1
　
　
9
　
　
9
　
　
1
　
　
1
　
　
2
　
　
6
　
　
8
　
　
8
　
　
9
　
　
0

1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
2
　
　
2
　
　
2
　
　
2
　
　
3
　
　
4
　
　
5
　
　
5
　
　
5
　
　
6
　
　
6
　
　
6
　
　
6
　
　
6
　
　
6
　
　
6
　
　
7



2．5．4　動的応答解析

2．5．5　レインボーブリッジ補剛桁の耐震設計

2．5．6　明石海峡大橋主塔の耐震設計

2．6　検証実験

2．6．1概　　　説

2．6．2　検証実験法の変遷

3．吊橋の製作

3．1　ケー　ブル

3．1．1材料の変遷

3．1．2　製作方法の変遷

3．1．3　現在の製作方法

3．2　主塔および補剛桁

3．2。1鋼材の変遷

3．2．2　製作方法の変遷

3．2．3　現在の製作技術

4．吊橋の架設

4．1吊橋架設の変遷

4．1．1吊橋の架設概要

4．1．2　架設方法の変遷

4．2　主塔工事

4．2．1概　　　説

4．2．2　主塔基部の架設

4．2．3　塔柱の架設

4．2．4　精度管理

4．2．5　制坂村策

4．3　主ケーブル工事

4．3．1概　　　説

4．3．2　渡海作業

4．3．3　架設設備の設置

4．3．4　主塔（塔頂サドル）のセットバック

4．3．5　主ケーブルの架設

4．3．6　主ケーブル架設以後の作業

4．3．7　施工管理

4．3．8　中小吊橋の架設

4．4　補剛桁工事

4．4．1概　　　説

4．4．2　架設単位

4．4．3　架設機材

2
　
　
3
　
　
5
　
　
7
　
　
7
　
　
7

7
　
　
7
　
　
7
　
　
7
　
　
7
　
　
7



目　　　次

4．4。4　架設順序
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5．2　吊橋の点検調査

5．3　吊橋の損傷事例とその補修
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5．3．2　既設吊橋の技術的課題とその対策例

6．吊橋の実績調査

7．吊橋技術の変遷年表
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